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酒とパワー・ハラスメント
　65歳となる今年2月の誕生日を機会に
酒をやめることにした。社会的には65歳
は、高齢者に属する。自分ではまだまだ若
いとは思い込んでいたが、身体の方は、正
直である。20年前のような頑張りが利か
ない。徹夜の仕事等は論外で、立ったまま
2時間しゃべると腰に痛みが生じる。加齢
に応じた身体のケアが必要だと痛感、酒
を一切やめた。
　サラリーマン生活を始めて43年。サラ
リーマンと酒の関係は、密接である。職場
の人間関係を円滑にするためには、酒が
必需品である。酒を飲みながら上司と部
下とのコミュニケーションを図る。縄のれ
んで同僚と上司の悪口をさかなにストレ
スを晴らす。
　私もずいぶん酒の席を経験してきた。
楽しいことが多かったが、時には嫌なこと
もあった。酔いの回った上司が、「もう1杯
どうだ」と酒を強引に勧める。拒否をする
と「俺の酒が飲めないのか」と脅迫的にな
る。険悪な空気が漂う。昭和40・50年代には
こんな上司は、決まって１人は、同じ職場に
いたものだ。

　今日では、もうこんな上司は、ほとんど
姿を消したのだろう。酒の強要は、パワー・
ハラスメントの典型である。酒をやめた私
は、ウーロン茶でも酒席を楽しく過ごせる
ようになった。
　でも、大学のゼミで指導に当たる先生
が、学生に飲み会で体質的に飲めない酒
を無理強いしたという話を最近聞いたが、
むごい話である。アカデミック・ハラスメン
トに該当することは明白である。大学のク
ラブ活動で新入生に大量の酒を一気飲み
させて死なせてしまうという事件が、今で
も報道される。
　「酒は潤滑油だ。そんな固いことをいう
から、人権は嫌いなのだ」と言われる。「昔
は何も批判されなかったのに」と若いころ
を懐かしむ。確かに昔は、パワー・ハラスメ

ント、アカデミック・
ハラスメント、セ
クシュアル・ハ
ラスメントとい
う言葉さえな
かった。今日で
はこれらは、人
権問題の代表
事例である。

身近に感じる
プライバシーの侵害
　私の自宅に墓地の分譲案内や有料老
人ホームの入居者募集のダイレクトメー
ルが郵送されてくる。高齢者となった私を
狙ってのことだろう。どこで私の住所や年
齢を知ったのか気味が悪い。
　直接的な実害を受けたことはないが、
時 「々先輩、Ｔ高校の卒業生の方々に限っ
て特別にお知らせしているのですが、有利
な金融商品があるのです」と電話での勧
誘を受けることがある。中には、同窓生だ
と思い込んで信用する人もいるのだろう。
詐欺に等しい。
　10数年ほど前は、個人の住所が明記さ
れた出身校や職場の名簿が何の疑問も
なく作成されて、誰でも簡単に入手でき
た。確かに年賀状を書く際は大変重宝
だった。でも、近年では個人のプライバ
シーが尊重され、この類いの名簿は作成
されなくなった。
　プライバシーの権利は、日本国憲法に
は明文の規定はない。日本国憲法が制定
された昭和20年代はプライバシーという
人権は、日本では社会一般で議論される
ことは少なかった。
　しかし、三島由紀夫の小説「宴のあと」
で、モデルとなった政治家のプライバシー
問題が法廷で争われ、昭和39(1964)年に
東京地方裁判所でプライバシー権の存在
が認められたのを契機にして、現在では判
例や学説によってプライバシーという人
権が日本では完全に定着するようになっ
た。
　特に今日の情報社会では、個人のプラ
イバシーの侵害は頻繁に発生している。
「宴のあと」のケースのような有名人でな

くとも一般人にも被害が及ぶようになっ
ている。日本人誰もが、日本国憲法に明文
の規定がなくとも、プライバシー権の重要
性を否定しなくなっている。

人権の確かな発展
　ここに人権の性質がある。人権の要求水
準は、常に上昇する。人権を定めている基
本は憲法だから、憲法改正がない限り人権
に変化がないと考えるのは、誤りである。
　人権を忌避する人は、ある人権につい
て充足されると、すぐにそれより上の水準
の人権に関する要求が出され、きりがない
と嘆く。
　でも、人権とはそのようなものなのだ。
それが人類の進歩である。かつては許さ
れた上司の恐喝的な行為を、パワー・ハラ
スメントとして人権侵害だと判定される。
それだけ個人としての尊厳性が大切にさ
れるようになったのである。
　また、情報社会の出現という社会情勢
の変化は、プライバシー権を定着させて
いった。人権は、特に弱い人間にとって生
きやすい社会にするために発展していく。
　それでは、人権の要求水準の上昇にど
のように対処したらよいのか。法律に明確
な規定がないのに、人権侵害だと問われ
かねない事態に巻き込まれることを心配
する人もいる。また、現在は問題がなくと
も、将来人権侵害と問われかねないこと
も起こる。
　私は、自分を大切にするのと同じように
相手の人間性を尊重するように努めるこ
とが大切だと思う。聖書にある「人にして
もらいたいと思うことは何でも、あなたが
たも人にしなさい」や、論語にある「己の欲
せざるところ、他に施すことなかれ」という
言葉は、人権でもピタリと当てはまると思
う。

です

問い合わせ 人権・男女平等参画担当　☎内線2026

　人権とは、誰もが生まれながらに持っている、人間が人間らしく生き
ていくための権利であり、人類が歴史の中で築いてきた財産です。
　国連は、｢世界人権宣言｣が採択された12月10日を｢人権デー｣と定め
ました。
　日本では、この人権デーを最終日とする1週間を｢人権週間｣として、全国
でさまざまな人権啓発活動が行われています。　
　区でも、人権について一層理解を深めていただくため、人権擁護委員を中心と
した街頭啓発の実施や、｢講演と映画のつどい｣（２面参照）を開催します。

　厳しい社会経済状況の中、不合理な差別や偏見は依然として社会の中に存在してい
ます。昨年、区が実施した｢港区人権意識調査｣においても、「子どもへのいじめや虐待」
「障害者差別」「路上生活者への差別」「性の違いによる差別」「高齢者差別」「学歴差別」
「プライバシーの侵害や名誉毀損」について、80％以上の人が、差別は存在すると考えて
います。
　そこで、障害者、ホームレス、引きこもりの若者、刑余者等への就労支援、貧困地域の
まちづくり等、さまざまな社会貢献活動を続けてこられた、（社福）恩賜財団済生会理事
長の炭谷茂さんに寄稿していただきました。

（社福）恩賜財団済生会理事長　炭谷茂さん
　　　 昭和44(1969)年、東京大学法学部卒業後厚生省に入省。平成15(2003)年7月環境事務
次官に就任。平成20(2008)年5月から現職。
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主
な
申
込
資
格

⑴
都
内
に
居
住
し
て
い
る

⑵
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必

要
と
し
て
い
る

⑶
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
に
該
当

す
る

等
、
詳
し
く
は
募
集
案
内
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
都
民
住
宅
は
中
堅
所
得
者
を
対
象

と
し
た
住
宅
で
す（
都
営
住
宅
と

は
所
得
基
準
が
異
な
り
ま
す
）。

※
単
身
者
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ

ん
。

申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
布
期
間

　

12
月
１
日（
木
）～
９
日（
金
）

※
土
・
日
曜
を
除
く

申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
布
場
所

　

各
総
合
支
所
協
働
推
進
課
・
台
場

分
室
、
港
区
指
定
管
理
者
㈱
東
急
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
虎
ノ
門
支
店

申
し
込
み

　

郵
送
で
、
12
月
13
日（
火
）ま
で

に
、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ

ン
タ
ー
へ
。

抽
選
日

　

平
成
24
年
１
月
23
日（
月
）午
前
10

時抽
選
会
場

　

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
３
階
大
会

議
室問い合わせ

港
区
指
定
管
理
者
㈱
東
急
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
虎
ノ
門
支
店

�

☎
５
７
３
３
‐
０
１
２
９

　

特
別
区
長
会
、
宮
城
県
女
川
町
、

都
、
宮
城
県
の
４
者
は
、
女
川
町
の

災
害
廃
棄
物
を
23
区
内
の
全
清
掃
工

場
で
焼
却
処
理
し
、
そ
の
焼
却
灰
を

都
埋
立
処
分
場
で
処
分
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
基
本
合
意
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
災
害

廃
棄
物
は
２
３
０
０
万
ト
ン
に
上

り
、
被
災
地
で
の
処
理
は
能
力
的
・

時
間
的
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。
被
災

地
復
旧
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
災
害

廃
棄
物
の
処
理
を
支
援
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

受
け
入
れ
る
災
害
廃
棄
物

　

女
川
町
で
発
生
し
た
木
く
ず
等
の

災
害
廃
棄
物（
約
５
万
ト
ン
）を
受
け

入
れ
ま
す
。

　

被
災
地
か
ら
の
搬
出
時
に
、
ア
ス

ベ
ス
ト
等
の
有
害
物
質
の
除
去
と
放

射
能
測
定
を
行
い
、
国
の
災
害
廃
棄

物
処
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
安
全
性
の

基
準
を
満
た
し
た
も
の
だ
け
を
受
け

入
れ
ま
す
。

試
験
焼
却

　

被
災
地
で
の
焼
却
試
験
に
よ
り
安

全
性
を
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
再
確

認
の
た
め
、
12
月
に
23
区
内
の
大
田

清
掃
工
場
と
品
川
清
掃
工
場
で
試
験

焼
却
を
行
い
ま
す
。

受
け
入
れ
期
間

　

試
験
焼
却
結
果
の
検
証
後
、
平
成

24
年
２
月
以
降
に
開
始
し
、
平
成
25

年
３
月
ま
で
受
け
入
れ
ま
す
。

住
民
説
明
会
の
開
催

　

開
催
日
時
が
決
定
し
だ
い
、
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。問い合わせ

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
事
業
計
画

係�

☎
３
４
５
０
‐
８
２
７
３

都民住宅
（東京都施行型）
入居者募集

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
人
権
週
間
に
合
わ
せ

て
、
啓
発
活
動
重
点
目
標
を
は
じ

め
、
16
項
目
の
強
調
事
項
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う

害
さ
れ
や
す
く
、
社
会
的
に
保
護
が

必
要
と
さ
れ
ま
す
。
し
か
も
、
い
じ

め
や
体
罰
等
に
加
え
、
近
年
で
は
児

童
虐
待
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
き

て
お
り
、
子
ど
も
の
人
権
が
侵
害
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
全
な
発
達
を
阻
害
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
幼
い
生
命
を
奪

う
事
件
す
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
深
刻
な
事
態
を
踏
ま

え
、「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
」や「
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル

ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童

の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」の
数
次

に
わ
た
る
改
正
等
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
を
改
善
す
る
法
制
度
が
整

備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
は
自
ら

を
守
る
こ
と
が
十
分
に
で
き
ず
、
虐

待
等
、
密
室
で
行
わ
れ
る
人
権
侵
害

は
顕
在
化
し
に
く
い
も
の
で
す
。
子

ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
付
き
、
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
持

っ
た
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る

社
会
を
つ
く
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の

責
務
で
す
。

部
落
差
別
に
つ
い
て　

　

同
和
問
題（
部
落
差
別
）は
、
日
本

社
会
の
歴
史
的
過
程
で
形
づ
く
ら
れ

た
身
分
差
別
に
よ
り
、
日
本
国
民
の

一
部
の
人
々
が
、長
い
間
、経
済
的
、

社
会
的
、
文
化
的
に
低
い
状
態
に
置

か
れ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
、今
な
お
、

日
常
生
活
の
上
で
い
ろ
い
ろ
な
差
別

を
受
け
る
等
、
我
が
国
固
有
の
人
権

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
昭

和
44（
１
９
６
９
）年
、「
同
和
対
策

事
業
特
別
措
置
法
」が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
改
善
事
業

の
実
施
に
よ
り
、
住
環
境
等
の
物
的

な
基
盤
整
備
は
大
き
く
改
善
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
同
和
地
区
出
身
者
に
対

す
る
差
別
や
忌
避
は
い
ま
だ
に
続
い

て
い
ま
す
。
結
婚
や
就
職
に
際
し
、

同
和
地
区
出
身
者
を
排
除
す
る
目
的

で
、
身
元
調
査
を
実
施
す
る
と
い
っ

た
行
為
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
不
動
産
会
社
等
を
通
じ
、

同
和
地
区
で
あ
っ
た
か
の
調
査
を
依

頼
す
る
、
土
地
差
別
調
査
事
件
も
繰

り
返
し
起
き
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

行
政
機
関
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
同
和
地
区
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
・
調
査
は
差
別
行

為
で
あ
り
、
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
同
和
問

題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
差
別
を

し
な
い
よ
う
、
さ
せ
な
い
よ
う
、
行

動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
つ
い
て

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ

つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
18

（
２
０
０
６
）年
６
月
に
、「
拉
致
問

題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法

律
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
を「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
人
権
相
談
へ

　

人
権
で
お
悩
み
の
人
は
、
人
権
擁

護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
が
あ
り
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
午
後
１

時
～
４
時（
12
月
の
第
４
金
曜
、
１

月
の
第
２
金
曜
は
あ
り
ま
せ
ん
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
直
接
、
相

談
希
望
日
の
前
日
ま
で
に
、
人
権
・

男
女
平
等
参
画
担
当（
区
役
所
４
階
）

へ
。

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
を
や
め
よ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

女
性
の
人
権
に
つ
い
て

　

男
女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
関
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
男
女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

の
数
次
に
わ
た
る
改
正
の
他
、「
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す

る
法
律
」や「
雇
用
の
分
野
に
お
け
る

男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律（
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
）」等
、
男
女
平
等
参
画
に

関
連
す
る
各
種
法
制
度
の
整
備
が
進

み
、
施
策
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
性
差
別
は
い
ま
だ
存
在

し
て
い
ま
す
。
男
女
平
等
参
画
社
会

の
実
現
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て

　

子
ど
も
は
大
人
以
上
に
人
権
が
侵

平成23年度啓発活動重点目標
みんなで築こう

考え
  よう

育て
  よう

相手の気持ち
思いやりの心
相手の気持ち
思いやりの心

問い合わせ
人
権
・
男
女
平
等
参
画
担
当

�
☎
内
線
２
０
１
４

保育または介護人派遣を希望する人
は、電話またはファックスで、12月７日
（水）までに、みなとコール（午前９時～
午後５時受け付け）へ。
☎5472－3710　FAX5777－8752

ⓒ2010 See-Saw Films
●とき　午後２時45分～４時45分
｢英国王のスピーチ｣ ※日本語字幕つき

人権週間記念

●とき　午後１時30分～２時30分 ※手話通訳あり
｢見える命と見えない命～いのちの物語を紡ぐ～｣

一般市民による初の法改正となった「危
険運転致死傷罪」の新設に尽力。作家活
動の傍ら、理不尽に命を奪われた犠牲者
たちの等身大パネルと遺品の靴・遺族の
メッセージを展示した「生命（いのち）の
メッセージ展」で、「かけがえのない命の
尊さ・重み」を伝え続けている。

●とき　12月14日(水)午後１時30分～４時50分(開場午後１時)
●ところ　赤坂区民センター３階区民ホール
●定員　４００人（会場先着順）
●申し込み　当日直接会場へ。
※来場の際は公共交通機関をご利用ください。

青山通り

赤坂区民センター
局
便
郵
坂
赤 赤坂警察署

一
木
ツ

り
通
下
地

見
坂
赤
鉄

駅
附

赤坂地区総合支所前
（ちぃばす）

地下鉄青山一丁目駅

↑

↓ ↓

四谷

虎ノ門六本木西麻布

信濃町

↓

↑

講師│鈴木共子さん 　造形作家。（特）いのちのミュージアム
代表理事。生命のメッセージ展代表。

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て



☎3578–21113

　

区
で
は
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ

き
、「
平
成
24
年
度
港
区
食
品
衛
生

監
視
指
導
計
画（
案
）」を
作
成
し
ま

し
た
。

計
画（
案
）の
概
要

⑴
食
中
毒
の
発
生
防
止
、
違
反
食
品

の
製
造
・
流
通
防
止
に
重
点
を
置
い

た
監
視
指
導
の
実
施

⑵
食
品
衛
生
に
関
し
て
消
費
者
、
食

品
等
事
業
者
等
と
の
意
見
交
換（
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）の
実

施⑶
食
品
等
事
業
者
の
自
主
的
な
衛
生

管
理
の
推
進

⑷
都
や
他
の
自
治
体
、
厚
生
労
働
省

等
と
連
携
し
た
監
視
指
導
の
実
施

　

計
画（
案
）は
、
生
活
衛
生
セ
ン

タ
ー
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
赤
坂
）・
区
政
資
料
室（
区
役
所
３

階
）・
各
総
合
支
所
・
消
費
者
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
区
政
へ
の
ご
意
見
」で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
「
平
成
24
年
度
港
区
食
品
衛
生
監

視
指
導
計
画（
案
）」に
つ
い
て
の
ご

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
直
接
・

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
平
成

24
年
１
月
４
日（
水
・
必
着
）ま
で

に
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
区
政
へ
の

ご
意
見
」か
ら
も
受
け
付
け
ま
す
。

番組名・放送時間 内容
こんにちは
港区長です

「菅野区議会議長紹介／地域のコミュニティづくり」菅野弘一
区議会議長にお話を伺います。 また、 武井区長が芝の家で芝
地区の町会長と地域のコミュニティづくりについて対談しま
す。 （20分番組）

午前 11時30分
午後 �2時30分・8時・10時

港区広報トピックス
※毎月1・11・21日更新

＜区内のできごと＞　区内の催し物やイベント等を通して、 区
民の皆さんの活動を紹介します。
＜港区からのお知らせ＞　各課からのお知らせをお伝えします。
1日更新：みなと清掃事務所「年末のごみの出し方の注意点につ
いて」
11日更新：人権・男女平等参画担当「平成23年度『港区ワーク・ライ
フ・バランス推進企業』を認定しました」
21日更新：環境課「みなと区民の森について」

午前 10時
午後 �1時・3時・5時30分・9時

港区地域情報番組
みなとクイックジャーナル
（20分番組）
バイリンガル（英語）放送
※毎月1日更新

子どもたちと巡る芝の魅力「芝地区ちぃまっぷ」（芝地区総合
支所）
＜みなとインフォメーション（手話放送）＞　「住まいの防犯対
策助成事業」について紹介します。午前 10時30分

午後 ��1時30分・3時30分・6時・
9時30分

6 ＣＴＴマスコットチャンネルＣＴＴマスコットチャンネル

（11ＣＨ）
番組ガイド番組ガイド

（11ＣＨ）

港区
広報

12
ケーブルテレビ

　問い合わせ　
○ケーブルテレビ視聴について／JCNみなと新宿� ☎0120－037109（午前9時～午後5時30分）
○番組内容について／区長室広報係� ☎内線2036

港区の人口 外国人登録人口 平成23年11月1日現在

人口

男 9万7141人 女 11万712人

男 1万1076人 女 9731人

出生など 232人 死亡など 124人

転入 1650人 転出 1515人

20万7853人（前月比243人増）

世帯数 11万8807世帯（前月比89世帯増）

外国人登録人口 2万807人（前月比34人増）

ところ　区役所3階区民相談室
相談名 相談内容 相談日時 相談員 問い合わせ

家庭相談

夫婦・親子・嫁姑関係や
結婚・離婚等人間関係、
相続・扶養・認知等身分
関係、職場・職業等の問
題、その他家庭内の問題
についての相談

毎週火・金曜　午後1時～5時
（予約電話直通� ☎3578－2436）

家庭
相談員

子ども家庭課家
庭相談センター
☎内線2436

法律相談

金銭貸借、相続、遺言、離
婚や交通事故、すまい等
の法律問題全般に関す
る相談

毎週月・水・金曜午後1時～4時1人25分間
（予約方法）電話で相談日当日午前8時30
分～10時まで予約受け付け（先着12人ま
で）※予約電話直通� ☎5777－2798

弁護士

みなとコ－ル
☎5472－3710
区長室広聴担当
☎内線2050～2

すまいの
税務相談

不動産の取得や相続、贈
与等土地・家屋に関する
税の相談

毎週水曜午後1時～4時　1人1時間
（1）事前予約　電話で先着1人受け付け

� ☎内線2224
（2）当日受け付け

相談日当日の正午から相談室で先
着順に受け付け（事前予約がある時
は2人、ない時は3人）

税理士

都市計画課
住宅支援係
☎内線2223・4

すまいの
不動産相談

不動産取引や賃貸住宅
の経営等に関する相談

毎週水曜午後1時～4時　1人1時間
（1）事前予約　電話で先着1人受け付け

� ☎内線2224
（2）当日受け付け

相談日当日の正午から相談室で先
着順に受け付け（事前予約がある時
は2人、ない時は3人）

宅地建物
取引主任者

マンション
管理相談

マンションの管理・運営
に関する相談

毎月第2・4火曜午後1時～4時
（予約方法）　1人1時間
電話で先着3人受け付け� ☎内線2224

弁護士

マンション
修繕相談と
住まいの
建築相談

マンションの大規模修
繕やリフォーム、戸建の
新築や増改築等の相談

毎月第1・3火曜午後1時～4時
（予約方法）　1人1時間
電話で先着3人受け付け� ☎内線2224

建築士

マンション
建替え相談

マンション建替えの検
討・計画等の相談

毎月第3火曜午後1時～4時
（予約方法）　1人1時間
電話で先着3人受け付け� ☎内線2224

建築士

行政相談
国やその関係機関等に
対する要望・苦情に関す
る相談

毎月第2木曜午後1時～4時 行政
相談委員

区長室広聴担当
☎内線2050～2

人権身の上
相談

人権侵害や身の上に関
する相談

毎月第2金曜（1月を除く）
第4金曜（12月を除く）午後1時～4時
（前日までに電話予約）� ☎内線2014

人権擁護
委員

人権・男女
平等参画係
☎内線2014

更生保護
青少年相談

更生保護と青少年の健
全育成に関する相談 毎週木曜午後1時～4時� ☎内線2379 保護司

保健福祉課
福祉活動支援係
☎内線2379

高齢者の
仕事の相談

高齢者の就業の相談、生
きがいのための臨時的・
短期的な就業の相談等

毎月第2月曜（10月・1月を除く）
午後1時～4時
（予約電話直通� ☎5232－9681）

港区シルバ
ー人材セン
ター職員

港区シルバー
人材センター
☎5232－9681

司法書士に
よる登記・成
年後見・法律
等無料相談

登記、成年後見制度、相
続、金銭貸借等に関する
相談

毎月第1火曜　午後1時～4時
（予約・問い合わせ）� ☎5157－3257
� FAX5157－3258

東京司法書
士会港支部
相談員

東京司法書士会
港支部

☎5157－3257

「区民相談室」の他にも、下記の相談を行っています
相談名 相談日時 ところ 問い合わせ

子どもに関する
総合相談（保健
師、心理士による
専門相談もあり）

毎週月・水・金・土曜午前9時～午後5時
毎週火・木曜午前9時～午後7時（専門
相談の日時はお問い合わせください）
（受け付けは終了の30分前まで）

子ども家庭支援セン
ター（みなとキッズ
サポートセンター）

虐待相談
専用ダイヤル
☎3432－8343

母子福祉相談・
女性相談ひとり
親家庭就労相談

毎週月～金曜
午前8時30分～午後5時

子ども家庭課家庭
相談センター ☎内線2436

教育相談
来所 毎週月～金曜午前9時～午後5時

教育センター
☎3454－6625

電話 毎週月～金曜午前9時～午後5時 ☎3452－9635
男女平等参画セ
ンター相談「心
のサポートルー
ム」（心理カウン
セリング）

毎週水・金曜午前10時～午後4時（受
け付けは午後3時まで） 男女平等参画

センター（リーブラ）

相談直通
☎3456－5771
男女平等参画
センター
☎3456－4149

毎週火曜午後4時～8時（受け付けは
午後7時まで）

健康相談
（40歳以上対象）

水曜（月2回）午後1時～2時（日程に
ついては、お問い合わせください。
予約制）

保健サービス
センター

健康推進課
☎3455－4928

精神保健
福祉相談

原則毎月第1・3水曜、第2金曜、第4月
曜午後（予約制）

保健サービス
センター

健康推進課
☎3455－4772

高齢者の
在宅介護の相談
虐待防止・

養護者支援相談

年中無休
午前9時～午後7時30分
日曜、祝日、年末年始は午後5時まで
（緊急時の電話相談は24時間受け付
け）

芝地区高齢者相談
センター ☎5232－0840

麻布地区高齢者相談
センター ☎3453－8032

赤坂地区高齢者相談
センター ☎5410－3415

高輪地区高齢者相談
センター ☎3449－9669

芝浦港南地区高齢者
相談センター ☎3450－5905

消費生活相談
毎週月～土曜（祝日、年末年始を除
く）※土曜は電話相談のみ午前10時
～午後4時

消費者センター ☎3456－6827

高齢者無料
職業紹介

毎週月～金曜
午前9時～午後5時

港勤労福祉会館別館
みなと・しごと55 ☎5232－0255

内職相談 毎週月～金曜
午前9時～正午、午後1時～5時

区役所2階
保健福祉課管理係 ☎内線2378

融資相談
（予約制）

毎週月～金曜
午前9時～正午、午後1時～5時

区役所3階
産業振興課
経営相談担当

☎内線2560・1
受発注あっせん
相談（予約制）

毎週火・水曜
午前9時～11時30分

中小企業経営相
談（派遣受け付
け）

毎週月～金曜　午前9時～正午、午
後1時～午後5時（受け付け後、土・日
曜を含め派遣日時を調整）

外国人相談

毎週月～金曜
午前9時～正午、午後1時～5時

区役所3階
国際化推進担当

国際化推進
担当
☎内線2046

毎週月～土曜
午前9時～午後5時

一般財団法人港区
国際交流協会事務局

一般財団法人港
区国際交流協会
☎6440－0233

障害者総合相談 毎週月・木曜午前9時～午後5時
障害保健
福祉センター

障害者福祉課
障害者支援係
☎内線2668
FAX3578－2678

ご注意：該当日が区役所閉庁日の場合は、
休みになります。相談は先着順です（一部
は電話予約が可能です）。申し込みが多数
の場合は、早めに締め切ることがありま
すのでご了承ください。

送付先・問い合わせ
〒
106
‐
8515　

生
活
衛
生
課
食
品

安
全
推
進
担
当（
生
活
衛
生
セ

ン
タ
ー
）

�

☎
５
１
１
４
‐
３
０
０
９

�

ＦＡＸ
３
５
８
５
‐
４
４
４
９

を公表します

平成24年度

港区食品衛生
監視指導計画

（案）

無料相談案内区の

■港区文化芸術活動助成事業｢年の瀬の賑わ
いと歓び｣
　地唄舞、太神楽、義太夫節、墨絵で、年の
瀬の風物をお楽しみください。

とき　12月11日（日）午後2時　ところ　赤坂
区民センターホール　費用（定員）　区民無料
招待（30人・申込順）、一般2000円、高校生以
下1000円※墨絵アート体験は別途材料費1000
円（16人・申込順）　申し込み・問い合わせ　
地唄舞普及協会☎080－3933－8731　FAX3444
－0058　Email:jiutamai.fukyu@gmail.com

情報アンテナ

11月21日号6ページに掲載しました「健康入浴推進事業」の日程に誤りがありました。お詫びして訂正します。
玉菊湯の開催日（誤）12月8日（木）　（正）12月16日（金）　問い合わせ　保健福祉課福祉活動支援係　☎内線2381
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ご
自
分
の

税
金
控
除
に
つ
い
て

点
検
し
て
み
ま
せ
ん
か

所
得
控
除

障
害
者
控
除

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
で

な
く
て
も
、
本
人
ま
た
は
扶
養
親

族
が
65
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の
要

介
護
１
以
上
で
か
つ
寝
た
き
り
、
ま

た
は
障
害
者
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る

場
合
に
、
各
総
合
支
所
の
区
民
課
保

健
福
祉
係
で
認
定
を
受
け
る
と
、
税

法
上
の
障
害
者
控
除
が
申
告
で
き
ま

す
。

　

障
害
者
で
合
計
所
得
が
１
２
５
万

円
以
下
の
人
は
、
特
別
区
民
税
・
都

民
税（
以
下
住
民
税
）が
非
課
税
に
な

り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
同
居
特
別
障
害

者
加
算
は
、
年
少
扶
養
親
族
に
対
す

る
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
扶
養
控
除
ま
た
は
配
偶
者
控

除
の
額
に
加
算
す
る
措
置
か
ら
、
特

別
障
害
者
控
除
の
額
に
23
万
円（
所

得
税
で
は
35
万
円
）を
加
算
す
る
制

度
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

寡
婦
控
除

　

女
性
で
配
偶
者
と
死
別
し
、
そ
の

後
独
身
の
人
は
、
合
計
所
得
５
０
０

万
円
以
下
な
ら
寡
婦
控
除
の
対
象
者

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
死
別
あ
る
い
は
離
婚
し

て
、
そ
の
後
独
身
で
、
ど
な
た
か
を

扶
養
親
族
に
し
て
い
る
人
も
寡
婦
控

除
の
対
象
者
に
な
り
ま
す（
所
得
制

限
な
し
）。

　

寡
婦
で
合
計
所
得
が
１
２
５
万
円

以
下
な
ら
住
民
税
が
非
課
税
に
な
り

ま
す
。

平
成
24
年
度（
所
得
税
は
平
成
23
年

分
）か
ら
の
扶
養
控
除

　

子
ど
も
手
当
の
支
給
に
伴
い
、
16

歳
未
満
の
年
少
扶
養
控
除
は
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
校
無
償
化
に
よ
り
、
16

歳
以
上
19
歳
未
満
の
特
定
扶
養
控
除

は
上
乗
せ
部
分
を
廃
止
し
て
、
控
除

額
33
万
円（
所
得
税
で
は
38
万
円
）の

一
般
扶
養
控
除
に
な
り
ま
し
た
。

扶
養
控
除
・
配
偶
者
控
除
が
と
れ
る

親
族
の
所
得
制
限

　

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
38
万
円

（
給
与
収
入
で
１
０
３
万
円
）以
下
で

あ
れ
ば
、
扶
養
控
除
や
配
偶
者
控
除

の
対
象
者（
納
税
義
務
者
と
生
計
が

一
で
、
青
色
専
従
者
給
与
の
支
払
い

を
受
け
て
い
な
い
・
白
色
事
業
専
従

者
に
該
当
し
て
い
な
い
）に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
65
歳
未
満
の
人
で
年
金
収

入
の
み
の
場
合
は
年
金
収
入
が
１
０

８
万
円
以
下
、
65
歳
以
上
の
人
は
年

金
収
入
が
１
５
８
万
円
以
下
で
あ
れ

ば
、
生
計
を
共
に
し
て
い
る
納
税
義

務
者
の
扶
養
控
除
の
対
象
者
に
な
り

ま
す
。

配
偶
者
特
別
控
除

　

納
税
義
務
者
の
合
計
所
得
が
１
０

０
０
万
円
以
下
で
、
生
計
を
一
に
す

る
配
偶
者（
青
色
専
従
者
給
与
の
支

払
い
を
受
け
て
い
な
い
・
白
色
事
業

専
従
者
に
該
当
し
て
い
な
い
）が
い

る
場
合
に
、
配
偶
者
控
除
の
適
用
を

受
け
て
い
な
い
配
偶
者
の
合
計
所
得

金
額
が
76
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
、
合

計
所
得
金
額
に
応
じ
て
33
万
円（
所

得
税
で
は
38
万
円
）を
上
限
に
控
除

の
対
象
者
に
な
り
ま
す
。

雑
損
控
除

　

所
有
す
る
資
産
に
つ
い
て
、
災
害

ま
た
は
盗
難
・
横
領
に
よ
る
損
失
を

生
じ
た
場
合
に
申
告
で
き
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
住
宅

や
家
財
、
車
両
等
の
損
失
、
原
状
回

復
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
雑
損
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
所
得
控
除

　

納
税
義
務
者
の
個
人
的
な
事
情
を

考
慮
し
て
、
総
所
得
金
額
か
ら
一
定

金
額
の
控
除
を
行
い
、
税
負
担
の
不

均
衡
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
所
得
控

除
は
13
項
目
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
、
税
務
課
課
税
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
額
控
除

寄
付
金
控
除

　

都
道
府
県
、
区
市
町
村
へ
の
寄
付

や
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
義
援

金
、
居
住
す
る
都
道
府
県
の
共
同
募

金
会
お
よ
び
日
本
赤
十
字
社
へ
の
一

定
の
寄
付
が
控
除
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
区
で
は
港
区
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
寄
付
も
寄
付
金
控
除
の
対

象
と
し
て
定
め
て
い
ま
す（
所
得
税
、

特
別
区
民
税
・
都
民
税
で
控
除
で
き

ま
す
）。

　

都
民
税
で
は
、
さ
ら
に
所
得
税
で

寄
付
金
控
除
の
適
用
を
受
け
る
公
益

法
人
等
の
う
ち
、
都
内
に
主
た
る
事

務
所
や
事
業
所
を
置
く
公
益
法
人
等

に
対
す
る
寄
付
も
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

都
民
税
で
控
除
の
対
象
と
な
る
公

益
法
人
等
に
つ
い
て
の
詳
し
い
情
報

は
、
東
京
都
主
税
局
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

http://w
w
w
.tax.m

etro.tokyo.
jp/kazei/kojin_ju.htm

l

を
ご
覧
く
だ
さ
い

東
京
都
主
税
局
課
税
部
課
税
指
導
課

個
人
事
業
税
係

�
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住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除　

　

平
成
23
年
中
に
入
居
し
た
人
は
、

最
初
の
年
分
に
つ
い
て
、
所
得
税
の

確
定
申
告
で
控
除
の
適
用
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

控
除
の
適
用
を
既
に
受
け
て
い
る

人
は
、
所
得
税
確
定
申
告
書
ま
た
は

給
与
の
年
末
調
整
の
際
に
、
勤
務
先

へ
給
与
所
得
者
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

そ
の
他
の
税
額
控
除

　

調
整
控
除
・
配
当
控
除
・
外
国
税

額
控
除
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
税
額
控
除
は
、
課
税
す

る
所
得
金
額
か
ら
税
率
を
適
用
し
、

求
め
た
算
出
税
額
か
ら
一
定
の
金
額

を
控
除
し
ま
す
。

問い合わせ
税
務
課
課
税
係

�

☎
内
線
２
５
９
３
～
２
６
０
９

ご
意
見
募
集
と

区
民
説
明
会
開
催

の
お
知
ら
せ

港
区
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画（
素
案
）

ご
意
見
募
集

　

区
で
は
、
ご
み
の
減
量
や
排
出
抑

制
、
資
源
化
を
進
め
、
環
境
負
荷
の

少
な
い
持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
し

て
、「
港
区
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
」の
改
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
当
計
画
の
素
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
課（
み
な
と
清
掃
事
務
所
内
）、
各

総
合
支
所
お
よ
び
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
区
政
へ
の
ご
意
見
」で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

ご
意
見
は
、
直
接
・
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
12
月
28
日（
水
・

必
着
）ま
で
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
区
政
へ
の
ご

意
見
」か
ら
も
受
け
付
け
ま
す
。

区
民
説
明
会
の
開
催

　

計
画
の
内
容
に
つ
い
て
、
よ
り
多

く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
区
民
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

12
月
16
日（
金
）午
後
６
時
～

７
時
30
分
、
12
月
17
日（
土
）午
前
10

時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

エ
コ
プ
ラ
ザ
１
階
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
ル
ー
ム

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ
。

※
保
育
が
必
要
な
人
は
、
12
月
８
日

（
木
）ま
で
に
、
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル

課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

送付先・問い合わせ
〒
108
‐
0075
港
区
港
南
３
‐
９
‐

59　

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
事
業

計
画
係
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特
別
区
税（
特
別
区
民
税
・
軽
自

動
車
税
等
）は
、
区
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
教
育
や

福
祉
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
大
切
な
自
主
財
源
で
す
。
期
限

内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
税
金
は
ど
こ
で
納
め
た
ら
い
い

の
？

Ａ
銀
行
、
郵
便
局
等
金
融
機
関
、

ま
た
普
通
徴
収
分
と
軽
自
動
車

税
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
が
で
き
ま
す（
税
額
30
万
円

未
満
、
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド
が
印

刷
さ
れ
て
い
る
も
の
）。

　

忙
し
い
人
や
不
在
が
ち
の
人
は
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
依
頼
書
は
、
税
務
課

税
務
係（
区
役
所
２
階
）お
よ
び
各
総

合
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
税
金
を
納
め
た
い
け
れ
ど
、
都

合
が
つ
き
そ
う
に
な
い
の
で
す

が
？Ａ

税
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
付
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

は
お
済
み
で
す
か

納
税

　

し
か
し
、
病
気
や
収
入
の
激
減
等

の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
期
限
を
設

け
て
分
割
し
て
納
付
し
て
い
た
だ
く

等
、
個
々
の
実
情
に
応
じ
た
納
税
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
税
金
を
納
め
な
い
と
ど
う
な
る

の
？

Ａ
納
税
さ
れ
な
い
場
合
、
ま
ず
、

督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。
そ
れ

で
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
財
産
の

差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
滞
納
し
て
い
る
税
金
に
は

延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。

※
延
滞
金
の
目
安

　

１
万
円
を
１
年
間
滞
納
す
る
と
延

滞
金
は
約
１
３
０
０
円

Ｑ
延
滞
金
は
な
く
し
て
く
れ
な
い

の
？

Ａ
納
期
限
内
に
納
税
さ
れ
た
大
多

数
の
区
民
の
皆
さ
ん
と
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
、
法
律
に
基
づ
き
延

滞
金
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
確
か
に
税
金
を
納
め
て
い
な
か

っ
た
が
、
な
ぜ
本
人
の
承
諾
も

な
し
に
勝
手
に
財
産
を
差
し
押
さ
え

る
の
？

Ａ
督
促
状
を
発
送
し
て
10
日
を
経

過
し
た
日
ま
で
に
完
納
さ
れ
な

い
場
合
、
地
方
公
共
団
体
自
ら
が
、

強
制
手
段
に
よ
っ
て
納
付
が
あ
っ
た

の
と
同
一
の
結
果
を
実
現
で
き
る
権

限（
自
力
執
行
権
）が
法
律
で
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
区
で
は
自
主
的
に
納
付

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
督
促
状
発
送

後
も
文
書
等
で
催
告
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
で
も
納
税
し
て
い
た
だ
け
な

い
場
合
、
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま

す
。

　

納
税
相
談
を
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問い合わせ
○
納
税
相
談
に
つ
い
て

税
務
課
納
税
促
進
係

�

☎
内
線
２
６
１
６
～
２
８

税
務
課
滞
納
整
理
担
当

�

☎
内
線
２
６
３
０
～
２

○
口
座
振
替
に
つ
い
て

税
務
課
税
務
係

�
☎
内
線
２
５
８
８
・
９

　

12
月
は
、
自
動
車
交
通
量
の
増

加
、
暖
房
、
さ
ら
に
冬
季
特
有
の
気

象
現
象
の
影
響
も
あ
り
、
窒
素
酸
化

物（
Ｎ
Ｏ
Ｘ
）や
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ
）

等
の
大
気
汚
染
物
質
濃
度
が
高
く
な

り
ま
す
。

　

環
境
省
で
は
、
毎
年
12
月
を
大
気

汚
染
防
止
推
進
月
間
と
し
て
、
き
れ

い
な
空
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

大
気
環
境
を
守
る
た
め
に
、
次
の
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

⑴
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
を
し
ま
し

ょ
う

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、「
環
境
に

配
慮
し
た
自
動
車
の
使
用
」の
こ
と

で
す
。
や
さ
し
い
ア
ク
セ
ル
操
作
、

加
減
速
の
少
な
い
運
転
、
エ
ン
ジ
ン

ブ
レ
ー
キ
の
活
用
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
等
を
行
う
と
燃
費
の
向
上

に
も
つ
な
が
り
、
二
酸
化
炭
素
も
減

少
さ
せ
、
地
球
に
や
さ
し
い
運
転
で

す
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め

http://w
w
w
.team

-6.jp/
ecodrive/10recom

m
endation/

index.htm
l

⑵
自
転
車
や
電
車
の
使
用
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う

　

冬
季
に
空
気
が
汚
れ
る
理
由
の
ひ

と
つ
に
、
自
動
車
交
通
量
の
増
加
が

あ
り
ま
す
。
自
転
車
や
公
共
交
通
機

関
の
使
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

⑶
暖
房
の
使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
心
掛
け
、
暖
房

の
付
け
過
ぎ
に
注
意
し
、
適
切
な
室

温
、
重
ね
着
等
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。問い合わせ

環
境
課
環
境
指
導
係

�

☎
内
線
２
４
８
６

で
す

防
止
推
進
月
間

大
気
汚
染

12
月
は
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
認
知
症

の
人
の
応
援
者
で
す
。

　

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
支

え
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を

つ
く
る
た
め
、
地
域
や
職
域
で
、
自

分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
一
助

と
し
て
、
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

　

10
人
集
ま
れ
ば
、
講
師
を
無
料
で

派
遣
し
ま
す
。
な
お
、
小
・
中
学
生

の
グ
ル
ー
プ
向
け
の
講
座
も
可
能
で

す
。

講
師
派
遣
の
対
象
団
体

　

町
会
、
自
治
会
、
趣
味
の
集
ま
り

等
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
、
商
店
、
会
社
・
事
業
所
、
学
校

等（
区
民
団
体
、
区
内
の
団
体
ま
た

は
、
企
業
等
に
限
り
ま
す
）。

申
し
込
み

　

電
話
で
申
し
込
み
い
た
だ
き
、
場

所
や
日
時
等
は
相
談
の
上
決
定
し
ま

す
。

※
受
講
者
に
は
、
全
国
共
通
テ
キ
ス

ト
と
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ（
腕
輪
）を

差
し
上
げ
ま
す
。

問い合わせ
高
齢
者
支
援
課
介
護
予
防
係

�

☎
内
線
２
４
１
３

区民保養施設利用案内

※空き室申し込みのみ

大平台みなと荘
ホテル暖香園
冬季保養施設

２
月
利
用
分
抽
選
申
し
込
み

対
象　

区
民

申
し
込
み　

専
用
は
が
き
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ

み
な
と
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
12
月
12
日

（
月
・
必
着
）ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
専
用
は
が
き
は
、
各
総
合
支

所
、
各
区
民
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
新

橋
・
赤
坂
支
店
に
あ
り
ま
す
。
ま
た

は
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
・
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
で
12
月
18
日（
日
）ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
抽
選
結
果

は
月
末
に
ご
自
宅
に
送
り
ま
す
。

空
き
室
申
し
込
み

対
象　

区
内
在
住
・
在
勤
者

利
用
者
登
録　

申
し
込
み
に
は
利
用

者
登
録
が
必
要
で
す
。
抽
選
申
し
込

み
の
専
用
は
が
き
で
登
録
で
き
ま

す
。

申
し
込
み　

利
用
希
望
日
の
１
カ
月

前
の
同
日
か
ら
保
養
施
設
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
、
保
養
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
、
ま
た
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
み
な
と
予
約
セ

ン
タ
ー
で
申
込
順
に
受
け
付
け
ま

す
。

大
平
台
み
な
と
荘
臨
時
休
館

　

大
平
台
み
な
と
荘
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
交
換
工
事
の
た
め
、
12
月
12
日

（
月
）ま
で
休
館
し
ま
す
。
休
館
中

は
、
ホ
テ
ル
暖
香
園
の
借
り
上
げ
部

屋
数
を
増
や
し
ま
す
。

大
平
台
み
な
と
荘
へ
の
専
用
直
行
バ

ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
平
台
み
な
と
荘

�

☎
０
４
６
０
‐
８
６
‐
１
１
２
２

問い合わせ
○
登
録
・
利
用
・
申
し
込
み

（
年
末
年
始
は
休
止
し
ま
す
）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
み
な
と
予
約
セ
ン
タ
ー

平
日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
６

時
30
分（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除

く
）�

☎
３
５
０
４
‐
３
５
９
０

区
民
保
養
施
設
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス

午
前
８
時
～
午
後
10
時

�

☎
６
２
６
８
‐
８
２
５
０

区
民
保
養
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

空
き
室
照
会
等

午
前
５
時
～
午
前
０
時

抽
選
空
き
室
申
し
込
み
等

午
前
８
時
～
午
前
０
時

https://hoyo.city.m
inato.

tokyo.jp

○
区
民
保
養
施
設
事
業
に
つ
い

てみ
な
と
コ
ー
ル

�

☎
５
４
７
２
‐
３
７
１
０

担
当
課　

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

を
ご
存
じ
で
す
か

検
察
審
査
会

Ｑ
検
察
審
査
会
っ
て
何
で
す�

か
？

Ａ
交
通
事
故
や
詐
欺
等
の
犯
罪
の

被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
に

訴
え
た
け
れ
ど
、
検
察
官
が
被
疑
者

（
容
疑
者
）を
起
訴
し
て
く
れ
な
い

（
不
起
訴
処
分
）場
合
に
、
そ
れ
が
妥

当
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
の
が
検
察

審
査
会
で
す
。

　

被
害
者
か
ら
の
申
し
立
て
を
受

け
、
検
察
審
査
会
と
し
て
も
う
一
度

事
件
を
調
べ
直
し
、「
も
っ
と
捜
査

を
す
べ
き
」と
か「
起
訴
す
べ
き
」等

の
議
決
が
さ
れ
た
と
き
に
は
、
検
察

官
は
事
件
を
再
捜
査
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す（
図
１
）。

Ｑ
検
察
審
査
員
は
誰
が
な
る
の
で

す
か
？

Ａ
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
の
中
か
ら
、
く
じ
で
無
作

為
に
選
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
広
く

国
民
の
良
識
に
沿
っ
た
判
断
を
検
察

事
務
に
反
映
さ
せ
る
た
め
で
す
。

Ｑ
港
区
で
は
何
人
の
候
補
者
を
選

ぶ
の
で
す
か
？

Ａ
検
察
審
査
会
か
ら
60
人
の「
検

察
審
査
員
の
候
補
者
予
定
者
」

が
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

く
じ
で
選
ば
れ
た
候
補
者
予
定
者

に
は
検
察
審
査
会
か
ら
通
知
が
郵

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
調
査
に
対
す
る

回
答
や
そ
の
後
の
検
察
審
査
員
の
候

補
者
と
し
て
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。問い合わせ

東
京
第
一
～
第
六
検
察
審
査
会

事
務
局（
裁
判
所
合
同
庁
舎
内
）

�

☎
３
５
８
１
‐
２
８
７
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.courts.go.jp/

kensin/

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�

☎
内
線
２
７
６
７

を
ご
存
じ
で
す
か

裁
判
員
制
度

Ｑ
裁
判
員
制
度
っ
て
何
で
す�

か
？

Ａ
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
裁
判
員

が
、
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
制

度
で
す
。

　

６
人
の
裁
判
員
と
３
人
の
裁
判
官

が
、
と
も
に
刑
事
裁
判
に
立
ち
会

い
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有

罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か

を
判
断
し
ま
す
。

Ｑ
裁
判
員
は
誰
が
な
る
の
で
す

か
？

Ａ
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
の
中
か
ら
、
く
じ
で
無
作

為
に
選
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民

の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
人
ひ
と
り
の
感
覚
や
経
験
に

根
ざ
し
た
、
新
鮮
で
多
様
な
視
点
を

裁
判
に
反
映
さ
せ
る
た
め
で
す（
図

２
）。

Ｑ
港
区
で
は
何
人
の
候
補
者
を
選

ぶ
の
で
す
か
？

Ａ
東
京
地
方
裁
判
所
か
ら
５
３
７

人
の「
裁
判
員
の
候
補
者
予
定

者
」が
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

く
じ
で
選
ば
れ
た
候
補
者
予
定
者

に
は
裁
判
所
か
ら
通
知
が
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
調
査
に
対
す
る
回
答
や

そ
の
後
の
裁
判
員
の
候
補
者
と
し
て

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
裁
判
員
を
辞
退
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
か
？

Ａ
広
く
国
民
の
参
加
を
得
て
そ
の

良
識
を
裁
判
に
反
映
さ
せ
る
と

い
う
制
度
の
趣
旨
か
ら
、
法
律
上
、

裁
判
員
に
な
る
こ
と
は
義
務
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
国
民
の
皆
さ

ん
の
負
担
が
著
し
く
大
き
く
な
る
こ

と
を
回
避
す
る
た
め
、
法
律
や
政
令

で
辞
退
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
出
来

る
事
由
を
定
め
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
裁
判
員
制
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問い合わせ
東
京
地
方
裁
判
所
刑
事
訟
廷
裁

判
員
係

�

☎
３
５
８
１
‐
２
９
１
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.saibanin.

courts.go.jp/

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�

☎
内
線
２
７
６
７

名
簿
の
作
成

名
簿
の
作
成

　

地
方
裁
判
所
ご
と
に
、管
内
の
区
市
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
が
く
じ
で
選
ん
で

作
成
し
た
名
簿
を
も
と
に
、翌
年
の
裁
判

員
候
補
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

選
任
手
続

選
任
手
続

選
任
手
続

　

呼
出
状
を
受
け
取
っ
た
候
補
者
に
は
、

選
任
手
続
の
当
日
、裁
判
所
へ
来
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。裁
判
長
は
、候
補

者
に
対
し
、不
公
平
な
裁
判
を
す
る
恐
れ

の
有
無
、辞
退
希
望
の
有
無
・
理
由
等
を

質
問
し
ま
す
。こ
の
手
続
き
は
、候
補
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
た
め
、非

公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６
人
の
裁
判
員
を
選
任

６
人
の
裁
判
員
を
選
任

６
人
の
裁
判
員
を
選
任

　

最
終
的
に
そ
の
事
件
の
裁
判
員
６
人

（
必
要
な
場
合
に
は
補
充
裁
判
員
も
選

任
）を
く
じ
で
選
び
ま
す
。選
任
手
続
の

後
、審
理
が
開
始
さ
れ
ま
す
。裁
判
員
や

補
充
裁
判
員
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
人
は
、

こ
こ
で
全
て
の
手
続
き
が
終
了
に
な
り
ま

す
。 候

補
者
へ
の
通
知・調
査
票
の
送
付

候
補
者
へ
の
通
知・調
査
票
の
送
付

候
補
者
へ
の
通
知・調
査
票
の
送
付

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た

こ
と
を
通
知
し
ま
す（
＊
注
）。こ
の
通
知

を
送
る
際
、調
査
票
を
同
封
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
も

ら
い
、明
ら
か
に
裁
判
員
に
な
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
や
、１
年
を
通
じ
て
辞
退
事

由
が
認
め
ら
れ
る
人
は
、裁
判
所
に
来
て

も
ら
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
注 

こ
の
段
階
で
は
、す
ぐ
に
裁
判
所
に
来
て

も
ら
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
件
ご
と
に
名
簿
か
ら
く
じ
で
選
定

事
件
ご
と
に
名
簿
か
ら
く
じ
で
選
定

事
件
ご
と
に
名
簿
か
ら
く
じ
で
選
定

　

事
件
ご
と
に
、裁
判
員
候
補
者
名
簿
の

中
か
ら
、く
じ
で
裁
判
員
候
補
者
を
選
び

ま
す
。く
じ
で
選
ば
れ
る
人
数
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０
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候
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続
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ら
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呼
出
状
）を
送
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し
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際
、質
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し
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出
状
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は
、裁
判
所
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来
て
も
ら
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日
程
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記
載
さ
れ
て
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。質
問
票
の
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か
ら
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が
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め
ら
れ
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呼
び
出
し
を
取
り
消
し
ま
す
の
で
、裁
判

所
へ
来
て
も
ら
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
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図１ �検察審査会の流れ
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。
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。
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い
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ね
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図２ �裁判員選任までの流れ
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麻布地区高齢者相談センター介
護予防普及啓発事業「ウオーキ
ングで介護予防!～ティアラウ
ォーキング～」

悪 65歳以上の区民
葦 12月13日（火）午後1時～3時30分
梓麻布いきいきプラザ
芦 15人（申込順）
渥電話で、12月1日（木）～11日（日）
に、麻布地区高齢者相談センターへ
（午前9時～午後5時受け付け）へ。
� ☎3453－8032

1月開始の介護予防事業

悪生活機能評価または、高齢者相
談センターで基本チェックリスト
（介護予防に関する質問）に回答し、
必要性が見つかった65歳以上の区民
（要介護認定を受けている人および
医師等から運動を止められている人
を除く）
芦事業、会場により異なります。
葦・梓・握
①筋力向上トレーニング（二次予防）
日程（平成24年）曜日 時間 ところ
1月5日（木）�
～3月27日（火）火・木 午前

白金台いきい
きプラザ

1月9日（月・祝）
～3月28日（水）月・水 午前

白金台いきい
きプラザ

1月6日（金）�
～3月30日（金）月・金 午後

虎ノ門いきい
きプラザ

1月6日（金）�
～3月30日（金）月・金 午前

青山いきいき
プラザ

1月6日（金）�
～3月27日（火）火・金 午後

高輪いきいき
プラザ

1月11日（水）�
～3月30日（金）水・金

午前
午後

麻布地区総合
支所

②�みんなと介護予防講座（二次予防）�
口
こ う

腔
く う

機能向上・栄養改善
日程（平成24年）曜日 時間 ところ
1月6日（金）�
～3月30日（金） 金 午前青山いきいきプラザ
1月13日（金）�
～2月24日（金） 金 午後白金台いきいきプラザ
1月16日（月）�
～2月27日（月） 月 午前豊岡いきいきプラザ
1月16日（月）�
～3月26日（月） 月 午後麻布地区総合支所
1月17日（火）�
～3月13日（火） 火 午後虎ノ門いきいきプラザ

※定員に余裕がある場合、開催中の
事業への途中参加を受け付けます。
渥電話で、各高齢者相談センター
へ。� ☎欄外参照

専門医の相談が受けられる「高
齢者筋力向上マシントレーニン
グ」

　楽しみながら日常生活動作の改善
を図ります。
悪 65歳以上で体力低下があり外出
の機会が少なく、欠席をせずに参加
できる区民（1人で通え医師から運動
制限を受けていない人、要介護認定
を受けていない人または、過去にこ
の事業に参加したことがない人）
葦平成24年1月5日（木）～3月29日
（木）午後1時30分～3時30分（祝日を
除く火・木曜、全24回）
芦 10人程度（応募者多数の場合は抽
選）
梓麻布地区総合支所
渥本人が直接、12月1日（木）～7日
（水）に、高齢者支援課介護予防係
（区役所2階）へ。� ☎内線2411
※申請時に参加申込書を記入してい

ただき面接します。かかりつけ医の
意見書が必要になる場合がありま
す。

障害児・者を支援している人へ
の研修

悪区民または、仕事・家族等で障
害児・者の支援や介護に携わる人
葦 12月16日（金）午後6時30分～8時
30分
梓区役所9階大会議室
握古武術介護
芦 60人（申込順）
渥電話またはファックスで、障害
者福祉課障害者支援係へ。
�☎内線2460・2668　FAX3578－2678
※手話通訳が必要な人や、研修参加
のために自宅での家族の介護または
家族の保育が必要な人は、12月9日
（金）までに、ご連絡ください。

エコクルマーケット

　地球環境を考え、家庭で使わない
おもちゃや日用品（食品は除く）等を
使う人に利用していただく、エコな
リサイクルマーケットです。
葦 12月17日（土）午前9時30分～11時
30分（開場9時20分）、午後1時30分～
3時30分（開場午後1時20分）
梓新橋児童館
費用　当日受付でチケットを無料配
布します。
渥当日直接会場へ。
リサイクル品受け付け　12月14日
（水）まで（日曜を除く）。品物につい
て詳しくは、お問い合わせくださ
い。
鯵新橋児童館� ☎3433－4005

区役所ロビーコンサート

　お昼のひととき、素敵な女声コー
ラスをお楽しみください。
葦 12月7日（水）午後0時15分～0時45
分
梓区役所1階ロビー
出演　女声合唱セントポーリア
曲目（予定）　A.L.ウェッバー作曲
「メモリー」他
渥当日直接会場へ。
鯵地域振興課文化協働推進係
　� ☎内線2343

清掃工場個人見学会

　清掃工場への理解を深めていただ
けるよう、個人見学会を開催しま
す。
悪区内在住・在勤者
葦 12月17日（土）午後1時30分～3時
梓港清掃工場※車での来場はご遠
慮ください。
芦 50人（申込順）
渥電話で、12月15日（木）までに、
港清掃工場へ。� ☎5479－5300

年末スペシャル　講談師が案内
する「江」ゆかりの地を巡るバ
スツアー

悪小学生以上の区内在住・在勤者
葦 12月18日（日）午前11時30分東京
タワー1階ロビー受付集合
梓東京タワー「江」展～皇居東御苑
（大奥跡）～増上寺徳川家霊廟（お江
の墓）～御座船安宅丸（東京湾クルー
ズ）～和膳道灌かがり（講談ライブ）

～浜松町駅午後6時30分解散予定
芦 40人（申込順）
費用　1人4500円（講談師、ガイド、
早目の夕食付）
渥はがきに参加希望者全員の住
所・氏名・電話番号を明記の上、〒
105－0011港区芝公園4－2－8東京タ
ワー内　港区観光協会年末スペシャ
ルバスツアー係へ。
鯵港区観光協会（月～金曜午前10時
～午後4時）� ☎3433－7355
産業振興課商工観光担当�☎内線2554

エコプロダクツ2011

　都内の区市町村での共同出展に参
加します。区の環境への取り組みを
紹介するパネル展示の他、積木づく
りワークショップも行います。
パネル展示
葦 12月15日（木）～17日（土）午前10
時～午後6時（12月17日（土）は午後5
時まで）
梓東京ビッグサイト東1ホール（江
東区有明3－11－1）
渥当日直接会場へ。
積木づくりワークショップ
悪小学生
葦 12月17日（土）午後1時15分～2時
15分（予定）
梓東京ビッグサイト東1ホールオー
ル東京62ブース内
渥当日直接会場へ。
鯵環境課地球温暖化対策担当
� ☎内線2477

就職面接会inみなと

　区では、働きたいあなたの気持ち
を応援します。奮ってご参加くださ
い。
悪どなたでも
葦 12月9日（金）午後1時～4時（午後0
時30分～3時30分受け付け）
梓港区スポーツセンター
渥履歴書を持参の上、当日直接会
場へ。
鯵産業振興課産業振興係�☎内線2556
ハローワーク品川　� ☎3450－8636

消費者ハンドブック2012を配
布します

　製品事故・相談事例、クーリン
グ・オフの方法、成年後見制度、震
災への備え等、暮らしに役立つさま
ざまな知識を手帳型の冊子にまとめ
ました。困った時の相談窓口情報
等、知っておきたい消費生活上の知
識や情報も掲載しています。
配布開始日　12月1日（木）
配布場所　消費者センター、産業振
興課（区役所3階）、各総合支所・台
場分室、各港区立図書館、各いきい
きプラザ、各高齢者相談センター、
芝浦アイランド児童高齢者交流プラ
ザ※部数に限りがありますので、お
早めにお越しください。
鯵消費者センター� ☎3456－4159

年末の生活相談はお早めに

　高齢、けがや病気、仕事がなくな
り収入が減った等の理由により生活
費にお困りの人に、生活保護等の生
活相談を行っています。内容によっ
ては、手続きや確認に時間がかかる
場合があります。お住まいの地区の

総合支所に早めにご相談ください。
鯵各総合支所区民課生活福祉係
　� ☎欄外参照

公衆浴場区民無料開放デー

悪区民
葦 12月14日（水） 
梓

浴場名 ところ
万才湯 芝5－23－16
玉菊湯 白金3－2－3
アクアガーデン三越湯 白金5－12－16
麻布黒美水温泉竹の湯 南麻布1－15－12
南青山�清水湯 南青山3－12－3
ふれあいの湯 芝2－2－18

渥各浴場フロントで配布する「無料
入浴カード」に記入し、確認を受け
てください。既に確認を受けている
人は、提示のみで入浴できます。
※混雑時には、マナーを守って気持
ち良くご利用ください。他の利用者
の迷惑となる行為があった場合、入
浴をお断りすることがあります。
鯵保健福祉課福祉活動支援係
　� ☎内線2381

放置自転車リサイクル

葦 12月11日（日）午前10時～10時30
分受け付け、後に購入順位の抽選
梓みなと清掃事務所リサイクル作
業室（元麻布3－9－6）
販売台数　20台程度※港区民優先枠
を設けています。
費用　価格等、詳しくはお問い合わ
せください。
鯵（公社）港区シルバー人材センタ
ー� ☎5232－9681
リサイクル作業室（火～土曜）
　� ☎3479－3116

平成23年度第3回港区男女平等
参画推進会議

葦 12月20日（火）午後4時30分～6時
30分
梓区役所9階会議室
※傍聴を希望する人および保育、手
話通訳、介護人派遣を希望する人
は、12月12日（月）までにお申し込み
ください。
渥電話で、人権・男女平等参画担
当へ。� ☎内線2026

港郷土資料館の臨時休館

　12月5日（月）～16日（金）は、特別
展後の常設展復旧のため臨時休館し
ます。なお、文化財についての相談
等は平常どおり行います。
鯵港郷土資料館 � ☎3452－4966

（仮称）六本木暫定自転車駐車
場の設置・管理運営事業者をプ
ロポーザル方式により公募しま
す

募集要項配布期間　12月5日（月）～9
日（金）午前9時～午後5時（土・日曜、
祝日除く）
募集要項配布場所　麻布地区総合支
所協働推進課協働推進係
※募集要項は区のホームページから
ダウンロードもできます。
渥直接、12月22日（木）～28日（水）
に、麻布地区総合支所協働推進課協
働推進係（土・日曜、祝日除く）へ。
　� ☎5114－8802

◆各高齢者相談センター◆　芝地区（芝）☎5232－0840　麻布地区（南麻布）☎3453－8032　赤坂地区（北青山）☎5410－3415　高輪地区（白金の森）☎3449－9669
芝浦港南地区（港南の郷）☎3450－5905
◆各総合支所区民課生活福祉係◆　芝地区☎3578－3171　麻布地区☎5114－8823　赤坂地区☎5413－7277　高輪地区☎5421－7087　芝浦港南地区☎6400－0023

記
事
中
の
表
記
に
つ
い
て　
（
特
）…
特
定
非
営
利
活
動
法
人　
（
社
）…
一
般
社
団
法
人　
（
公
社
）…
公
益
社
団
法
人　
（
株
）…
株
式
会
社



☎3578–21117

12月の乳幼児健診・育児相談

悪 4カ月育児相談（平成23年8月生ま
れの人）1歳6カ月児健康診査（平成22
年5月生まれの人）3歳児健康診査（平
成20年11月生まれの人）
渥該当者には通知しています。届
かない人、転入した人、健診がお済
みでない人は、ご相談ください。
鯵健康推進課地域保健係（保健サー
ビスセンター）� ☎3455－4772

両親学級（予約制）

　主にパパになる人に体験していた
だく実習（赤ちゃんのお風呂と衣類
の着脱、妊婦体験ジャケット、お産
の補助動作）と講義を実施します（1
日制）。
悪区民で、妊娠20週以降の妊婦と
そのパートナー（1人での参加可）
葦①平成24年1月6日（金）、②平成
24年1月21日（土）午後1時15分～4時
（いずれかに申し込みください）
梓保健サービスセンター（赤坂）
芦 30組（①は申込順、②は抽選）
持ち物　母子健康手帳、筆記用具
渥電話で、①は12月1日（木）から、
②は12月1日（木）～10日（土）に、み
なとコール（午前9時～午後5時受け
付け）へ。� ☎5472－3710
※抽選結果は12月中旬発送予定
旭健康推進課地域保健係（保健サー
ビスセンター）

はじめての離乳食教室（予約
制）

　離乳食のはじめ方（お話・調理実
演）と赤ちゃんの歯の話をします。
悪区民で平成23年7月生まれの赤ち
ゃんのいる保護者
葦 12月12日（月）午後1時30分～2時
40分
梓保健サービスセンター（赤坂）
芦 45組（申込順）
持ち物　筆記用具、バスタオル、そ
の他赤ちゃんに必要なもの
渥電話で、12月5日（月）から、みな
とコール（午前9時～午後5時受け付
け）へ。� ☎5472－3710
旭健康推進課健康づくり係（保健サ
ービスセンター）

「うさちゃんくらぶ」参加者募
集

　初めての赤ちゃんと保護者の交流
会です。地区別の自己紹介や情報交
換、ミニ講座や子育てサービスの情

報提供を行います。
悪区民で、平成23年10月生まれの
第1子と保護者
葦平成24年1月11・25日（水・全2
回）午前10時～11時30分
梓保健サービスセンター三田分室
（三田3－13－16三田43MTビル1階）
芦 50組（抽選）
持ち物　バスタオル・その他赤ちゃ
んに必要なもの
渥電話で、12月1日（木）～10日（土）
に、みなとコール（午前9時～午後5
時受け付け）へ。�  ☎5472－3710
※抽選結果は12月中旬発送予定
旭健康推進課地域保健係（保健サー
ビスセンター）

30（さんまる）健診

　30代を対象にした生活習慣病予防
のための健康診査です。血圧測定や
尿・血液検査等を行い、約1カ月後
に医師の結果説明と保健栄養相談、
骨粗しょう症検診（未受診の女性対
象）があります。
悪 30歳以上39歳以下の区民で、1月
に生まれた人（昭和48年1月～昭和57
年1月生まれの人）
※勤務先等で受診できる人は、ご遠
慮ください。
葦平成24年1月11日・25日（水）午前
8時45分～10時30分受け付け
※保育あり（尿・血液・胸部Ｘ線検
査時にお預かりします）
結果説明日　平成24年2月8・22日
（水）午後1時～2時受け付け
梓健診：保健サービスセンター（赤
坂）、結果説明：みなと保健所（三田1
－4－10）
芦各日70人（申込順）
渥 12月1日（木）～19日（月）午前9時
～午後5時に、健康推進課健康づく
り係（保健サービスセンター）へ。
　� ☎3455－4928
※9～12月誕生月で該当月に受診で
きなかった人は、12月12日（月）午前
9時から電話でお問い合わせくださ
い。空きがあればご案内します。
※みなと保健所は平成24年2月6日
（月）から新しい庁舎（三田1－4－10）
に移転します。保健サービスセンタ
ー（赤坂）は平成24年2月3日（金）で業
務を終了します。詳しくは、「広報
みなと」1月11日号をご覧ください。

「お口の健診」（無料）

　後期1回の健診を受けることがで
きます。一人ひとりにあった、お口
の健康づくりを応援します。
悪 20歳以上の区民（初めての人の
み、治療中は受けられません）

葦平成24年1月31日（火）まで（後期）
梓区内実施歯科医療機関
渥電話またははがきで、健診名・
住所・氏名（ふりがな）・生年月日・
性別・電話番号を記入の上、〒107
－0052港区赤坂4－1－26　健康推進
課地域保健係（保健サービスセンタ
ー）へ。� ☎3455－4772
※電子申請サービス
https://www.e-tetsuzuki99.com/
tokyo/
からも申し込めます。

精神障害者社会復帰援助事業
（デイケア）

　社会や家庭でより自立した生活を
送れるよう、創作活動・各種教室・
レクリエーション・スポーツ等を通
じた集団生活指導を行っています。
悪区民で、こころの病気がある人
葦毎週金曜午前9時30分～正午
梓保健サービスセンター
渥電話で、健康推進課地域保健係
（保健サービスセンター）
� ☎3455－4772
または各総合支所区民課保健福祉係
へ。� ☎欄外参照

南麻布いきいき教室

悪 50歳以上の区民
葦 12月～平成24年2月（全12回・詳
しくは、お問い合わせください）
曜日 時間 内容
月 午後7時～8時 健康ヨガ

火
午前10時～11時 初心者ギター教室

午後7時～8時 初心者エアロビク
ス

水 午前10時～11時 健康体操教室
木 午後7時～8時 初めての気功
金 午後7時～8時 初心者フラダンス

土
午前10時～11時 身体ゆるめてリラックスストレッチ

午後5時～6時 ウエストシェイプ
アップ

梓南麻布いきいきプラザ
芦各20人（申込順）
費用　テキスト代各2000円（健康体
操教室は無料）、初心者ギター教室
初参加の人は3260円
渥直接または電話で、南麻布いき
いきプラザへ。� ☎5232－9671
※初心者ギター教室については、ギ
ターをお持ちください。

年末年始のおもてなし料理

　カロリーを抑えて、おもてなし料
理を作りましょう。

悪区内在住・在勤・在学者
葦 12月14日（水）午前10時30分～午
後1時30分
梓男女平等参画センター
握①ポークアップロールフライ②
鮭の雪南天③大根、クコ、クレソン
の和えもの④えびと寄せ卵のすまし
汁
芦 18人（抽選）
※保育あり（1歳6カ月以上、6人、12
月8日（木）までに申し込み）
費用　1000円
持ち物　エプロン、ふきん、三角
巾、お持ち帰りの容器、筆記用具
渥電話で、12月8日（木）までに消費
者センターへ。� ☎3456－4159

「かこ」と「いま」と「みらい」を
つなぐ学びの場「白熱教室プレ
カレッジLit」

　「日本のグランドデザインを考え
よう」をテーマに、今後の社会全体
の構想・ビジョンの内容はどのよう
なものなのかを考えましょう。
悪中学生～高校生
葦 12月18日（日）午後2時～5時
梓高輪子ども中高生プラザ
芦 40人（申込順）
渥電話または直接、12月1日（木）～
17日（土）に、高輪図書館分室へ。 
� ☎3443－1666

いきいき「健康講話」第3弾

　専門家による講義で、最新の知識
や情報を得ましょう
悪おおむね60歳以上の区内在住・
在勤者
葦 12月14日（水）午後2時～3時
梓青山いきいきプラザ
握認知症予防
芦 30人（申込順）
渥直接または電話で、青山いきい
きプラザへ。� ☎3403－2011

土曜体験教室「古代のアクセサ
リーを作ろう!」

　管
くだ

玉
た ま

を作ってアクセサリーにしま
す。次回（平成24年2月予定）も参加
すると、勾

まが

玉
た ま

とセットのネックレス
になります。
悪区内在住・在学の小学1年生以上
（小学3年生以下は保護者同伴）
葦 12月17日（土）午後1時30分～3時
30分
梓三田図書館
芦 12人（申込順）※保育あり（3人）
渥電話で、12月10日（土）までに、
みなとコール（午前9時～午後5時受
け付け）へ。� ☎5472－3710
旭港郷土資料館

休日診療  
※受診するときは、あらかじめ電話で診療時間などをお問い合わせください。

診療時間 は午前 9 時～午後 5 時
診療時間 ★ は午後 5 時～午後10時

モバイルサイトからもご覧いただけます

12
月
４
日（
日
）

口羽医院（内） 高輪3－7－7　1階 3441－2819
六本木北浜診療所（内・小） 六本木6－1－20　六本木電気ビル2階 3402－0792
古川橋病院（内・外） 南麻布2－10－21 3453－5011
藤川歯科医院（歯） 浜松町1－27－14　サン・キツカワビル2階 5777－6480
劉歯科医院（歯） 南青山5－4－29　南青山信和ビル3階 3498－6541

★南赤坂クリニック（内） 赤坂1－11－36
レジデンスバイカウンテス420 5561－9258

港区休日歯科応急診療所 三田3－13－16　三田43MTビル1階
保健サービスセンター三田分室

3455－4927
(休日のみ）

◆各総合支所区民課保健福祉係◆　芝地区☎3578－3161　麻布地区☎5114－8822　赤坂地区☎5413－7276　高輪地区☎5421－7085　芝浦港南地区☎6400－0022

区の手続きや施設・催し物のご案内は

年中無休　午前7時～午後11時
☎5472-3710

電話がかかりにくい場合は、下記の診療案内へ

薬の相談

診療
案内

東京消防庁救急相談センター
（毎日24時間）

「＃7119」（プッシュ回線の固定電話、携帯電話）
☎3212－2323（ダイヤル回線の固定電話等）

東京都医療機関案内サービス
「ひまわり」 （毎日24時間）

☎5272－0303
ホームページ  http://www.himawari.metro.tokyo.jp/

電話
相談

小児救急
電話相談

月～金曜（祝日を除く）
午後5時～10時

土・日曜、祝日、年末年始
午前9時～午後5時

「＃8000」（プッシュ回線の固定電話、携帯電話）
☎5285－8898（ダイヤル回線の固定電話等）

区
役
所
・
総
合
支
所
へ
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
特
記
が
な
い
場
合
は
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

港区休日くすり何でもテレホン　対応時間：午前9時～午後2時　※薬局の電話がかかりにくい場合は、☎090－9378－7915
12月4日（日） 日生薬局虎ノ門店 虎ノ門1－2－18　虎ノ門興業ビル地下1階 3539－1721

夜間対応当番薬局（毎日）　対応時間：午後8時～午前8時� ☎090－3690－3102
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港区は、みどりの保全とごみの減量に努めています。
この広報紙は、古紙を利用した再生紙を使用しています。

◆各総合支所区民課窓口サービス係・台場分室◆　芝地区☎3578－3141　麻布地区☎5114－8821　赤坂地区☎5413－7012
　高輪地区☎5421－7612　芝浦港南地区☎6400－0021　台場分室☎5500－2351
◆各総合支所区民課保健福祉係◆　芝地区☎3578－3161　麻布地区☎5114－8822　赤坂地区☎5413－7276
　高輪地区☎5421－7085　芝浦港南地区☎6400－0022

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
向
け
の
蔵
書

を
中
心
に
、
自
主
的
な
学
習
が
行
え

る
学
習
席
、
グ
ル
ー
プ
学
習
が
行
え

る
グ
ル
ー
プ
学
習
コ
ー
ナ
ー
を
備
え

た
高
輪
図
書
館
分
室
を
、
高
輪
子
ど

も
中
高
生
プ
ラ
ザ
３
階
に
12
月
１
日

（
木
）に
開
設
し
ま
す
。

住
所　

高
輪
１
‐
４
‐
35

対
象　

小
学
生
～
高
校
生

開
設
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後

８
時

休
館
日　

毎
月
第
３
木
曜（
館
内
整

理
日
）、祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３

日電
話
番
号
☎
３
４
４
３
‐
１
６
６
６

問い合わせ
高
輪
地
区
総
合
支
所
管
理
課
管

理
係
☎
５
４
２
１
‐
７
１
２
４

図
書
・
文
化
財
課
庶
務
係

�

☎
３
４
３
７
‐
６
６
２
１

　

シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
伴
い
、
左
記

の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

　

自
動
交
付
機
カ
ー
ド（
住
民
票
や

印
鑑
登
録
証
明
書
等
を
証
明
書
自
動

交
付
機
で
取
得
で
き
る
カ
ー
ド
）を

お
持
ち
の
人
は
、
引
き
続
き
ご
使
用

い
た
だ
け
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
明
書
の
様
式
が
変

わ
り
ま
す

　

平
成
24
年
１
月
４
日（
水
）か
ら
、

印
鑑
登
録
証
明
書
の
様
式
が
Ａ
５
サ

イ
ズ
か
ら
Ａ
４
サ
イ
ズ
に
変
更
と
な

り
ま
す
。

自
動
交
付
機
カ
ー
ド
の
暗
証
番

号
に
関
す
る
手
続
き
が
で
き
な

い
期
間
が
あ
り
ま
す

　

平
成
24
年
１
月
４
日（
水
）～
６
日

（
金
）は
、
自
動
交
付
機
カ
ー
ド
の
暗

証
番
号
の
登
録
や
変
更
等
の
手
続
き

が
で
き
ま
せ
ん
。

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
場
所
が

変
わ
り
ま
す

　

平
成
24
年
１
月
４
日（
水
）か
ら
、

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
場
所
が
芝
地

区
総
合
支
所
区
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス

係
の
み
と
な
り
ま
す
。
区
内
の
全
て

の
地
域
に
つ
い
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
１
月
４
日（
水
）以
降
に

閲
覧
を
希
望
す
る
と
き
の
予
約
等
に

つ
い
て
は
、
芝
地
区
総
合
支
所
区
民

課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
水
曜
の
窓
口
延
長
を

休
止
し
ま
す

　

12
月
28
日（
水
）と
平
成
24
年
１
月

４
日（
水
）の
窓
口
延
長
を
休
止
し
ま

す
。
延
長
を
休
止
す
る
窓
口
は
、
区

民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係
、
外
国
人
登

録
係
、
戸
籍
係
、
保
健
福
祉
係
で

す
。
窓
口
の
利
用
時
間
は
、
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
で
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
１
月
11
日（
水
）

以
降
の
水
曜
は
窓
口
延
長
を
行
い
ま

す
。年

末
年
始
の
証
明
書
自
動
交
付

機
の
利
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ご

確
認
く
だ
さ
い

　

こ
れ
ま
で
の
年
末
年
始
よ
り
、
証

明
書
自
動
交
付
機
の
休
止
日
程
を
延

長
し
ま
す（
表
１
の
と
お
り
）。

利
用
時
間

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時

休
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
平
成
24
年
１
月
６
日（
金
）は
、
午

後
５
時
～
９
時
で
す
。

窓
口
延
長
や
証
明
書
自
動
交
付

機
が
休
止
の
と
き
は
、
電
話
予

約
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い

　

本
人
が
電
話
で
予
約
を
す
る
と
、

平
日
夜
間
や
休
日
に
住
民
票
と
印
鑑

登
録
証
明
書
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書
や

外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書

は
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
証
明

書
発
行
の
手
数
料
は
、
窓
口
で
発
行

す
る
と
き
と
同
額
で
す
。

予
約
方
法

　

平
日
の
午
後
４
時
ま
で
に
、
本
人

が
電
話
で
、
受
け
取
る
場
所
の
予
約

先
の
各
総
合
支
所
区
民
課
窓
口
サ
ー

ビ
ス
係
ま
た
は
台
場
分
室
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い（
表
２
の
と
お
り
）。

　

印
鑑
登
録
証
明
書
の
場
合
は
、
印

鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）が
必
要
で
す
。

受
け
取
り
時
間

平
日　

午
後
５
時
15
分
～
午
後
８
時

休
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

受
け
取
る
と
き
に
は
、
本
人
を
確

認
で
き
る
書
類（
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
等
）と
、
印
鑑
登
録
証
明

書
の
場
合
は
印
鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）

が
必
要
で
す
。

　

受
け
取
る
場
所
と
予
約
先
の
年
末

年
始
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
表
２
の

と
お
り
で
す
。

問い合わせ
各
総
合
支
所
区
民
課
窓
口
サ
ー

ビ
ス
係
・
台
場
分
室
、
保
健
福

祉
係�

☎
欄
外
参
照

芝
地
区
総
合
支
所
区
民
課
外
国

人
登
録
係

�

☎
３
５
７
８
‐
３
１
５
７

芝
地
区
総
合
支
所
区
民
課
戸
籍

係�

☎
３
５
７
８
‐
３
１
５
３

平
成
24
年
１
月
４
日（
水
）か
ら

住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
を

　

発
行
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
り
ま
す

住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
を

　

発
行
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
り
ま
す

　

区
で
は
、
乳
幼
児
か
ら
中
高
生
ま

で
の
幅
広
い
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
機
能
を
持
つ
施
設
と
し
て
、
高

輪
子
ど
も
中
高
生
プ
ラ
ザ
を
、
12
月

１
日（
木
）に
開
設
し
ま
す
。

　

子
育
て
ひ
ろ
ば
・
学
童
ク
ラ
ブ
・

体
育
室
・
工
作
室
・
音
楽
ス
タ
ジ
オ

を
設
置
し
ま
す
。

住
所　

高
輪
１
‐
４
‐
35

子
育
て
ひ
ろ
ば

対
象　

区
内
在
住
の
０
歳
か
ら
就
学

前
の
子
ど
も
と
保
護
者

開
設
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
子
育
て
ひ
ろ
ば
内
の
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
に
乳
幼
児
向
け
の
絵
本
や
紙

芝
居
を
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
中
高
生
プ
ラ
ザ

対
象　

小
学
生
～
高
校
生

開
設
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後

　

区
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
26
年
度

ま
で
の
６
カ
年
を
計
画
期
間
と
し
て

策
定
し
た
地
域
保
健
福
祉
計
画
、
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ
び
障
害
者

計
画
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
度
か
ら

26
年
度
の
後
期
３
年
の
計
画
を
見
直

し
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
素

案
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

と
き
・
と
こ
ろ　

表
３
の
と
お
り

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ
。

※
保
育
ま
た
は
手
話
通
訳
を
希
望
す

る
人
は
、
12
月
９
日（
金
）ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

各
計
画
素
案
に
つ
い
て
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。
直
接
・
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、12
月
28
日（
水
・

必
着
）ま
で
に
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

区
政
へ
の
ご

意
見｣

か
ら
も
受
け
付
け
ま
す
。
各

計
画
素
案
は
、
保
健
福
祉
課
、
高
齢

者
支
援
課
、
障
害
者
福
祉
課（
い
ず

れ
も
区
役
所
２
階
）、
各
総
合
支
所
、

保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

送付先・問い合わせ
〒
105
‐
8511　

港
区
役
所
保
健
福

祉
課
地
域
保
健
福
祉
担
当

�

☎
内
線
２
３
７
７

�

FAX
３
５
７
８
‐
２
３
９
８

地
下
鉄
白
金
高
輪
駅

魚籃坂下魚籃坂下

高輪
消防署

高輪地区総合支所
（高輪コミュニティーぷらざ）

伊皿子

高輪１丁目

高輪2丁目

高輪
消防署

高輪2丁目

↑
古
川
橋

五
反
田
↓

天
神
坂

白金高輪駅白金高輪駅
高輪地区
総合支所前
高輪地区
総合支所前

高輪地区総合支所
（高輪コミュニティーぷらざ）

伊皿子

高輪１丁目

↑
古
川
橋

五
反
田
↓

天
神
坂

新しい施設として
「高輪子ども中高生プラザ」
「高輪図書館分室」ができます。

高
松
中
学
校

高
松
中
学
校

表１　年末年始の証明書自動交付機の利用スケジュール

設置場所 12月23日（金・祝）～
25日（日）休日扱い

12月26日（月）～
28日（水）平日扱い

12月29日（木）～
31日（土）休日扱い

平成24年1月1日（日・
祝）～3日（火）休日扱い

平成24年1月4日（水）・
5日（木）平日扱い

平成24年1月6日
（金）平日扱い

平成24年1月7日（土）～
9日（月・祝）休日扱い

各総合支所 × ×
台場分室 × ×  
品川駅港南口
公共駐車場 × ×
青山・白金台
いきいきプラザ × × ×

利用できます 利用時間は午後5時～9時 利用できません ×
表２　年末年始の電話予約サービス受け取りについて

受け取る場所 予約先（区民課窓
口サービス係）

12月23日（金・祝）～
25日（日）休日扱い

12月26日（月）～
28日（水）平日扱い

12月29日（木）～
31日（土）休日扱い

平成24年1月1日（日・
祝）～3日（火）休日扱い

平成24年1月4日（水）
～6日（金）平日扱い

平成24年1月7日（土）～
9日（月・祝）休日扱い

港区役所1階宿直室 芝地区総合支所
☎3578⊖3111 × ×

麻布区民センター 麻布地区総合支所
☎3583⊖4151  × ×  

赤坂区民センター 赤坂地区総合支所
☎5413⊖7011 × ×

高輪区民センター 高輪地区総合支所
☎5421⊖7611 × ×

男女平等参画センター 芝浦港南地区総合支所
☎3456⊖4151 × ×

台場区民センター 台場分室
☎5500⊖2351 × ×

予約・受け取りともできます 受け取りのみできます 予約・受け取りともできません ×

８
時

休
館
日　

祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月

３
日

電
話
番
号
☎
３
４
４
３
‐
１
５
５
５

表３　説明会日程
回 とき 地区 ところ
① 12月16日（金）午後3時30分

麻布 麻布区民センター
② 12月16日（金）午後6時30分
③ 12月17日（土）午前10時

芝 港区役所
④ 12月17日（土）午後2時
⑤ 12月18日（日）午前10時
⑥ 12月18日（日）午後2時
⑦ 12月19日（月）午後3時30分

赤坂 赤坂区民センター
⑧ 12月19日（月）午後6時30分
⑨ 12月20日（火）午後3時30分

高輪 高輪区民センター
⑩ 12月20日（火）午後6時30分
⑪ 12月21日（水）午後3時30分

芝浦港南 男女平等参画
センター⑫ 12月21日（水）午後6時30分

⑬ 12月22日（木）午後6時30分 台場 台場区民センター

区民説明会を開催します

地域保健
福祉計画
地域保健
福祉計画

高齢者保健
福祉計画
高齢者保健
福祉計画

障害者
計　画
障害者
計　画

の素案についての素案について

高
輪
子
ど
も
中
高
生
プ
ラ
ザ
を

開
設
し
ま
す

高
輪
子
ど
も
中
高
生
プ
ラ
ザ
を

開
設
し
ま
す

高
輪
図
書
館
分
室
を

開
設
し
ま
す

高
輪
図
書
館
分
室
を

開
設
し
ま
す


